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毎
日
新
聞
社

を
定
年
後
間
も

な
く
、
毎
日
新

聞
販
売
店
の
社

長

さ

ん

か

ら

「
地
域
新
聞
を

出
し
た
い
。
編
集
長
を

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」

と
依
頼
が
。

現
役
時
代
、
外
勤
記

者
一
筋
で
記
事
の
割
り

付
け
や
広
告
を
取
る
営

業
は
未
経
験
。
た
め
ら
っ

て
い
た
ら
再
度
の
社
長

さ
ん
の
願
い
が
あ
り
腰

を
上
げ
る
こ
と
に
。
２

０
１
５
年
10
月
、
「
と

う
ぶ
ま
い
に
ち
」
第
１

号
を
発
行
し
た
。

以
来
、
月
１
回
の
発

行
を
８
年
５
カ
月
間
重

ね
た
が
、
今
回
の
１
０

２
号
を
も
っ
て
休
刊
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

広
告
を
心
よ
く
提
供
し

て
頂
い
た
経
営
者
の
み

な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

時
代
の
流
れ
で
厳
し

さ
を
増
す
新
聞
業
界
。

だ
が
、
活
字
メ
デ
ィ
ア

の
灯
が
永
遠
に
続
く
こ

と
を
信
じ
、
潮
時
と
み

て
こ
の
辺
で
お
暇
を
さ

い
と
ま

せ
て
頂
き
ま
す
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

休
刊
の

お
知
ら
せ

弊
紙
「
と
う
ぶ
ま
い

に
ち
」
は
今
月
号
を
も
っ

て
当
分
の
間
、
休
刊
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読
者
、
広
告
主
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

綾瀬川水系をきれいにしよう！

署名と協力金をお願い

2月25日 浄化運動委員会

汚い川として知られている

綾瀬川水系をきれいにしよう

と、市民有志が結成した（一

般社団法人）「綾瀬川水系浄

化運動委員会」の卯原義夫会

長＝写真・右から２人目＝らが

２月25日、草加市内の谷塚駅

前で人々に活動趣意書を配布、

署名や協力金の協力を訴えた。

対象は、綾瀬川・伝右川・

葛西用水など６河川。趣意書

によると、活動内容は①神明

排水機場と辰井川排水機場を

それぞれ浄水場に建て替える

②ヘドロを浚渫、浄水場のき

れいな水を６河川に流す③大

災害に起きる断水時の飲料水

を確保するーなど。

パンフを受け取った家族連

れの30代の女性は「自宅近く

に川がありますが、汚れてい

るのであまり散歩する気がお

きません」。 」。

卯原会長は「23日も趣意書

配りをしました。署名の人も

増え、老人クラブの協力も得

て河川浄化の輪を広げていき

たい」と熱意を込めた。

ママを前に熱唱する女性客＝松伏町田島の「くれない」

「楽しくが大切」と語るママ＝越谷市の「すいもん」

コ

ロ

ナ

禍

を

乗

り

越

え

賑

わ

い

を

取

り

戻

す

昼

カ

ラ

オ

ケ

松伏町田島618-1 「くれない」

「お客さまは年上の方が多

いので、たいへん人生の勉

強になります」と、美人マ

マの桃園千尋さん（39）。

開発が進む松伏町郊外の

店舗は、座席30人の広さ。

昼は正午～17時営業で、入

場料は1000円。しかも食べ

物、飲み物持ち込みがＯＫ

というのがうれしい。

開店時からなじみの千葉

県野田市在住の坂田愛子さ

ん（81）。「チーちゃん」

と呼ぶママの笑顔がステキ

と友人と連れ立って週２、

３回通う。

「友達が増え、歌も練習

できるのがうれしい」と昼

カラの魅力を語るのは、石

川弘美さん（57）。

ソフトな物腰で応対する

ママさんはいま、ダンスを

特訓中で、磨きにはずみを

つける。夜間は別途料金。

越谷市相模町7-3926 「すいもん」

葛西用水の赤水門近くに

あるカラオケ＆ダンス店。4

3年前オープンという歴史が

あり、大きなガラス張りの

窓の開放感は唯一無二だ。

当初からお店を切り盛り

するのが、スラリとしたマ

マの古屋弘子さん（77）。

「心掛けていることは？」

とお尋ねしたところ、「み

なさんにひと時を仲良く楽

しく過ごしてもらい、帰っ

ていただく」との返事。常

連が多いので、「おつまみ

も野菜をつけたり工夫しま

す」とも。

営業は正午～17時、入場

料1000円。踏歴40年でどん

なダンスもお相手ＯＫ。

常連客の星名伸一さん（8

4）は「妻を介護する身だが、

唄うと気分が若返ります」

と昼カラの効能を話してく

れた。
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ま
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に
ち
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

３月17日(日)は新聞製作が休みのため

18日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

３月18日のテレビ・ラジオ番組欄は17日の朝刊に掲載します

今月号をもって休刊

とさせていただきます

長い間ご愛読ありが

とうございます

（1）

３３月月１１７７日日（（日日曜曜日日））
２２００２２４４年年((令令和和６６年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所
「
草
加
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
大
賞
を
受
賞
し
た
旭
自
動
車
ボ
デ
ー
（
株
）
の
原

賢
治
代
表
取
締
役
（
左
は
「
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
の
坂
本
光
司
会
長
）
＝
草
加
市
提
供

草加でいちばん大切にしたい会社大賞

草加市弁天３ 旭自動車ボデー（株）受賞

草加商工会議所・草加市共催

「日本でいちばん大切にしたい

会社」地方版として全国に先駆け

て発足した草加商工会議所（野崎

友義会頭）提唱の「草加でいちば

ん大切にしたい会社」大賞の表彰

式が２月７日草加市アコスホール

であり、自動車修理業「旭自動車

ボデー」（市内弁天３－２－１）

の原賢治代表取締役（55）に賞状

が授与された。

主導の「人を大切にする経営学

会」によると、審査内容は正社員

比率や顧客満足、障がい者雇用、

中長期経営ビジョンなど。

今回、受賞した旭自動車ボデー

は１９６２年に都内から草加市へ

移転。管理・事務部、業務部合わ

せて社員70人体制でトラック・バ

ス車体、一般修理を営む。

鉄板の切断やカーブの最新設備

を導入、ＩＴによる納期短縮を実

現する。が、最大の長所は従業員

への利益還元率が高いこと。給与、

賞与のほか能率手当を２ヵ月ごと

に支給する。

原社長は「同業他社より給与は

高いつもり。受賞を励みに、社員

と共にいっそう社会に貢献したい」

と話す。
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縁
も
ゆ
か
り
も
無
い
別
府
に
移
住
し
て
、
今
夏

に
は
丸
８
年
と
な
る
。
都
会
暮
ら
し
の
便
利
さ
か

ら
、
田
舎
暮
ら
し
の
不
自
由
さ
に
慣
れ
て
は
き
た

も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
日
々
の
生
活
に
不
満
を
感
じ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
ん
な
気
分
を
紛
ら
わ
せ
る
た

め
、
月
に
一
度
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
に
行
く
こ
と

が
、
今
で
は
唯
一
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。

と
あ
る
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
、
そ
の
ス
ナ
ッ
ク

は
、
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
近
く
の
繁
華
街
に
あ
り
、
基
本

料
金
３
０
０
０
円
で
呑
み
・
歌
い
放
題
。
時
間
は

ほ
ぼ
無
制
限
な
の
で
、
好
き
な
だ
け
居
る
こ
と
が

で
き
、
し
か
も
よ
く
あ
る
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
と
い
っ
た
乾
き
物
の
他
に
、
マ
マ
さ
ん
お

手
製
の
小
料
理
が
付
く
。
小
皿
に
６
品
ほ
ど
盛
ら

れ
た
酒
の
肴
を
前
に
、
常
連
の
中
に
は
、
店
で
炊

い
た
ご
飯
を
特
別
注
文
し
て
、
夕
食
代
わ
り
に
食

べ
て
か
ら
一
杯
呑
む
客
も
い
る
ほ
ど
。
一
軒
目
で

腹
ご
し
ら
え
し
て
来
店

す
る
よ
り
、
よ
っ
ぽ
ど

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。

店
の
名
は
「
花
笑
み
」
。

な
ん
で
も
万
葉
集
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
道
の

辺
の
草
深
百
合
の
花
笑

み
・
・
・
」
（
第
７
巻

１
２
５
７
、
原
文
は
漢

詩
）
か
ら
名
付
け
た
そ

う
な
。
マ
マ
の
小
野
由

香
里
さ
ん
（
53
）
曰
く
、

「
百
合
の
よ
う
な
笑
み

で
お
客
を
迎
え
、
お
店

が
開
花
し
て
か
ら
繁
盛

す
る
よ
う
に
願
っ
て
」

と
、
命
名
し
た
と
話
す
。

花
と
言
え
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
桜
の
開
花
も
近
い
。
そ
し
て
３
月
は
別

れ
月
。
出
会
い
月
の
４
月
を
迎
え
る
前
に
、
今
年
も
ち
ょ
っ
と
し
た

悲
し
い
別
れ
の
機
会
が
身
の
回
り
に
訪
れ
る
方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

長
年
、
毎
日
新
聞
と
読
者
の
架
け
橋
を
担
っ
て
き
た
、
こ
の
「
と
う

ぶ
ま
い
に
ち
」
も
、
休
刊
と
い
う
別
れ
が
来
て
し
ま
い
、
当
欄
も
今

日
が
最
後
。

２
０
２
０
年
１
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
田
舎
暮
ら
し
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
は
、

別
府
の
温
泉
や
祭
り
な
ど
の
話
題
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
い
つ
も
掲

載
紙
を
読
み
直
す
度
に
駄
文
、
拙
文
で
恥
ず
か
し
い
と
嘆
い
て
ば
か

り
い
た
。
そ
の
落
ち
込
ん
だ
心
を
慰
め
る
た
め
に
、
先
の
花
笑
み
に

行
く
の
だ
が
、
２
月
の
カ
ラ
オ
ケ
は
３
月
の
別
れ
月
を
前
に
し
た
涙

月
な
の
か
、
突
然
の
休
刊
と
い
う
悲
し
い
報
せ
が
加
わ
り
、
選
曲
は

泣
か
せ
る
歌
ば
か
り
。

そ
し
て
今
、
こ
の
稿
を
書
い
て
い
る
最
中
に
、
ふ
と
山
口
百
恵
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
思
い
出
し
た
。
彼
女
は
、
最
後
に
マ
イ

ク
を
そ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
置
い
て
立
ち
去
っ
た
が
、
当
欄
子
は

マ
イ
ク
の
代
わ
り
に
長
年
付
き
合
っ
て
き
た
ペ
ン
を
、
こ
の
紙
上
に

置
か
せ
て
い
た
だ
く
。
ど
う
や
ら
３
月
の
独
り
カ
ラ
オ
ケ
は
、
別
れ

の
曲
ば
か
り
に
な
り
そ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

い
つ
か
ど
こ
か
で
・
・
・
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
２２００２２４４・・３３・・１１７７

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

「
ス
ナ
ッ
ク
花
笑
み
で
別
れ
酒

」

は
な

え

草加モノづくりブランド認定証を授与された（左２人目から）

日本エイテックス（株）企画営業部・小高智仁氏▽（株）フクイ

製造部製造２課課長・坪井直樹氏▽（株）セイコー代表取締役社

長・久保田肇氏（左端は野崎友義草加商工会議所会頭▽右端は山

川百合子草加市長）＝２月７日草加市アコスホールで。

草加モノづくりブランド認定
製品部門 日本エイテックス 新里町

技術部門 セイコー 青柳１－５－４６

食品部門 フクイ 弁天２－１７－ ２５

草加商工会議所・草加市共催

草加市内で製造される製品・

技術・食品などのうち、優れた

特徴のあるものを「草加モノづ

くりブランド」に認定する実行

委（委員長・野崎友義草加商工

会議所会頭、委員17人））は現

地調査を含む審査の結果、今年

度の認定企業３社を決め、贈呈

式が２月７日アコスホールであっ

た。

審査基準は、独自性や技術力、

生産体制、経営状況等を基準に

総合的に勘案、判断するとして

いる。認定企業はー。

【製品部門】

避難・防災用品や避難くんシ

リーズを製造する日本エイテッ

クス株式会社（八木澤祐一代表）。

緊急時に素早く装着でき、同時

に３人抱えで避難できる防災用

〝抱っこ紐〟を製造。

【技術部門】

はん用機械器具製造・精密金

属加工業の(株)セイコー（久保

田肇代表）。二つの異なる金属

素材を接触させ、一方を高速回

転させて接触面を摩擦熱で溶か

しながら圧力で接合させる技術。

【食品部門】

ノンシュガーチョコレート製

造の（株）フクイ（西尾隆一郎

代表）。糖類や甘味料を使わず、

油脂もココアバターのみで口ど

けを楽しめるチョコを製造。

被
災
地
を
太
極
拳
で
応
援

珠
洲
市
へ
63
万
５
千
円
寄
付

越
谷
市
武
術
太
極
拳
連
盟

能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
を
太
極
拳
で
応
援
し
よ

う
ー
。
越
谷
市
武
術
太
極

拳
連
盟
（
佐
々
木
浩
会
長
）

は
２
月
21
日
市
総
合
体
育

館
で
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
太
極

拳
の
集
い
」
を
開
い
た
。

趣
旨
に
賛
同
し
た
地
元

県
東
部
の
ほ
か
、
さ
い
た

ま
市
や
所
沢
市
か
ら
受
講

者
ら
が
駆
け
つ
け
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

内
訳
は
受
講
者
１
９
７

人
、
講
師
10
人
。
寄
付
金

な
ど
合
計
63
万
５
０
０
０

円
が
石
川
県
珠
洲
市
へ
義

援
金
と
し
て
お
く
ら
れ
た
。
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今
年
度
「
草
加
で
い

ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い

会

社

」

大

賞

表

彰

式

（
草
加
商
工
会
議
所
・

草
加
市
共
催
、
２
月
７

日
）
が
あ
っ
た
草
加
市

ア
コ
ス
ホ
ー
ル
で
、
テ
ー

マ
「
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
～

人
を
大
切
に
す
る
経
営

が
地
域
を
創
る
～
」
を

掲
げ
、
元
法
政
大
学
院

教
授
の
坂
本
光
司
「
大

切
に
す
る
経
営
学
会
」

会
長
が
市
内
の
会
社
経

営
者
ら
に
講
演
し
た
。

坂
本
氏
は
国
や
企
業

関
連
の
表
彰
委
員
を
務

め
る
中
、
必
ず
し
も
良

い
企
業
と
は
大
企
業
や

有

名

企

業

で

は

な

く

「
人
を
大
切
に
す
る
企

業
」
「
世
の
た
め
に
す

る
企
業
」
と
力
説
。
従

来
の
〝
い
い
企
業
〟
の

モ
ノ
サ
シ
を
変
え
よ
う

と
、
８
０
０
０
社
以
上

を
訪
ね
て
「
日
本
で
い

ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い

会
社
」
８
冊
を
著
し
た
。

「
景
気
が
悪
い
」
「
商

圏
人
口
が
少
な
い
」
と

こ
ぼ
さ
ず
、
具
体
例
を

挙
げ
て
付
加
価
値
の
大

切
さ
を
訴
え
た
。
十
勝

平
野
で
実
績
を
挙
げ
る

食
品
会
社
や
高
価
な
商

品
づ
く
り
に
成
功
し
た

北
陸
の
鋳
物
会
社
等
。

最
後
に
「
草
加
ほ
ど
良

い
会
社
が
あ
る
の
は
、

全
国
で
も
聞
い
た
こ
と

が
な
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

代表取締役 髙橋和彦
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明日の夢を創る

秩
父
路
に
春
が
来
た
。
山
里
に
生

き
る
人
た
ち
が
待
ち
わ
び
た
季
節
の

到
来
だ
。
野
山
の
木
々
が
新
緑
に
衣

替
え
し
、
道
端
に
は
名
も
知
ら
ぬ
花

が
静
か
に
微
笑
ん
で
い
る
。
な
ん
と

な
く
手
を
添
え
た
く
な
る
穏
や
か
な

ひ
と
時
だ
。

秩
父
市
郊
外
に
あ
る
「
秩
父
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
」
内
の
「
駒
沢
水
生
公
園
」

に
花
を
求
め
て
出
掛
け
て
み
た
。
秩

父
の
自
然
保
護
団
体
が
整
備
な
ど
を

手
掛
け
る
自
然
公
園
で
、
多
種
の
植

物
の
ほ
か
夏
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交

う
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
一
角
。

小
さ
な
谷
を
下
り
公
園
内
に
入
る

と
白
い
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
「
セ

ツ
ブ
ン
ソ
ウ
」
が
目
に
入
っ
た
。
春

一
番
に
見
ら
れ
る
珍
し
い
野
草
で
盛

り
は
過
ぎ
て
い
た
が
見
る
こ
と
が
で

き
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。

３
月
下
旬
に
な
る
と
「
ア
ズ
マ
イ

チ
ゲ
」
「
カ
タ
ク
リ
」
な
ど
が
一
斉

に
花
を
つ
け
る
よ
う
だ
。
白
い
花
の

カ
タ
ク
リ
も
あ
る
。
五
月
に
な
る
と

「
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
」
で
六
月
下
旬
ご

ろ
に
は
ホ
タ
ル
の
舞
も
見
ら
れ
る
。

詳
し
く
は
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
管

理
事
務
所
（
℡

０
４
９
４
・
２

５
・
１
３
１
５
）
。

サ
ク
ラ
の
見

所
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
長
瀞
町

の
「
北
桜
通
り
」

は
長
瀞
駅
近
く

か
ら
荒
川
沿
い

に
２
・
５
㌔
ほ

ど
続
く
桜
の
ト

ン
ネ
ル
が
見
所
。

秩
父
市
荒
川
上
田
野
の
「
青
雲
寺
の

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」
は
人
気
。
樹
齢
６

０
０
年
と
言
わ
れ
る
シ
ダ
レ
桜
（
エ

ド
ヒ
ガ
ン
桜
）
と
「
秩
父
紅
し
だ
れ

桜
」
が
３
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
見
ご
ろ

と
か
。
問
い
合
わ
せ
は
荒
川
総
合
支

所
（
℡
０
４
９
４
・
５
４
・
２
１
１

４
）
。

春
盛
り
の
４
月
中
旬
に
は
秩
父
市

内
の
羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
に
は

植
栽
さ
れ
た
10
種
、

40
万
株
以
上
の
シ
バ

ザ
ク
ラ
が
赤
や
ピ
ン

ク
な
ど
色
と
り
ど
り

の
花
で
彩
る
。
詳
細

は
秩
父
観
光
協
会

（
℡
０
４
９
４
・
２

１
・
２
２
７
７
）
。

岡
﨑
ひ
ろ
し

（
元
毎
日
新
聞
記
者
・

秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

「
春
が
来
た
」
2024・3・17

行動にチャンスあり不動にチャンスなし

ワクワク生きる毎日が青春
三郷市在住の会社役員、白川好光さん（78）

世間から見ればやや不遇な生い立ち

かもしれない。が、超人的な心意気で

事業に成功。中卒をものともせず、高

齢になってから定時制高校に入学。現

在、放送大学で心理学を学ぶ一方、講

演やラジオ、出版を通して若者らに

「人生いかに生きるか」を熱く語る。

「私達は理論だけだから。人生の実

学を学生に語ってくれ」。著名な大学

学長から実学の伝道師として講演を依

頼されたり。

白川さんのモーレツ人生は、都内か

らスタート。アパートの半畳くらいの

コンクリート床に寝泊まりしながら、

建築業に従事。働きづめで資金を貯め、

23歳で秋田の実家に2階建ての住まいを

プレゼントした。この〝快挙〟に白川

青年をみる村民の目はガラリと変わり、

リーダーとして青年団長に推挙する。

自信を深めた白川さんは25歳になると、

会社を立ち上げバブル崩壊の危機も土

地を売り抜け、業績を順調に伸ばす。

白川さんは経営にとどまらず、軌道

からはみ出した青年を雇用。一緒に入

浴するなど〝更生〟に注力。うち、い

まは会社経営者として花を咲かせるの

が３人も。

「怒るのと叱るは違う」。昔から我

が子をわがままに育てると、その人生

を壊してしまう。不変の真理だ。だが、

家庭から学校、職場までなぜか日本は

オカシイ。「目的、目標、夢を持て」。

若者を励ます白川さんの警句が心に響

く。

～人を大切にする経営が地域を創る～

「草加でいちばん大切にしたい会社」大賞記念講演会

講師 坂本光司・元法政大学院教授

坂本光司講師

23歳で両親に贈った２階建ての住宅

夢を抱く青年期の白川好光さん＝本人提供

武甲山を見渡す

「芝桜の丘」を彩るシバザクラの園
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縁
も
ゆ
か
り
も
無
い
別
府
に
移
住
し
て
、
今
夏

に
は
丸
８
年
と
な
る
。
都
会
暮
ら
し
の
便
利
さ
か

ら
、
田
舎
暮
ら
し
の
不
自
由
さ
に
慣
れ
て
は
き
た

も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
日
々
の
生
活
に
不
満
を
感
じ

る
こ
と
も
多
い
。
そ
ん
な
気
分
を
紛
ら
わ
せ
る
た

め
、
月
に
一
度
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
に
行
く
こ
と

が
、
今
で
は
唯
一
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。

と
あ
る
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
、
そ
の
ス
ナ
ッ
ク

は
、
Ｊ
Ｒ
別
府
駅
近
く
の
繁
華
街
に
あ
り
、
基
本

料
金
３
０
０
０
円
で
呑
み
・
歌
い
放
題
。
時
間
は

ほ
ぼ
無
制
限
な
の
で
、
好
き
な
だ
け
居
る
こ
と
が

で
き
、
し
か
も
よ
く
あ
る
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
と
い
っ
た
乾
き
物
の
他
に
、
マ
マ
さ
ん
お

手
製
の
小
料
理
が
付
く
。
小
皿
に
６
品
ほ
ど
盛
ら

れ
た
酒
の
肴
を
前
に
、
常
連
の
中
に
は
、
店
で
炊

い
た
ご
飯
を
特
別
注
文
し
て
、
夕
食
代
わ
り
に
食

べ
て
か
ら
一
杯
呑
む
客
も
い
る
ほ
ど
。
一
軒
目
で

腹
ご
し
ら
え
し
て
来
店

す
る
よ
り
、
よ
っ
ぽ
ど

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。

店
の
名
は
「
花
笑
み
」
。

な
ん
で
も
万
葉
集
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
道
の

辺
の
草
深
百
合
の
花
笑

み
・
・
・
」
（
第
７
巻

１
２
５
７
、
原
文
は
漢

詩
）
か
ら
名
付
け
た
そ

う
な
。
マ
マ
の
小
野
由

香
里
さ
ん
（
53
）
曰
く
、

「
百
合
の
よ
う
な
笑
み

で
お
客
を
迎
え
、
お
店

が
開
花
し
て
か
ら
繁
盛

す
る
よ
う
に
願
っ
て
」

と
、
命
名
し
た
と
話
す
。

花
と
言
え
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
桜
の
開
花
も
近
い
。
そ
し
て
３
月
は
別

れ
月
。
出
会
い
月
の
４
月
を
迎
え
る
前
に
、
今
年
も
ち
ょ
っ
と
し
た

悲
し
い
別
れ
の
機
会
が
身
の
回
り
に
訪
れ
る
方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

長
年
、
毎
日
新
聞
と
読
者
の
架
け
橋
を
担
っ
て
き
た
、
こ
の
「
と
う

ぶ
ま
い
に
ち
」
も
、
休
刊
と
い
う
別
れ
が
来
て
し
ま
い
、
当
欄
も
今

日
が
最
後
。

２
０
２
０
年
１
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
田
舎
暮
ら
し
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
は
、

別
府
の
温
泉
や
祭
り
な
ど
の
話
題
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
い
つ
も
掲

載
紙
を
読
み
直
す
度
に
駄
文
、
拙
文
で
恥
ず
か
し
い
と
嘆
い
て
ば
か

り
い
た
。
そ
の
落
ち
込
ん
だ
心
を
慰
め
る
た
め
に
、
先
の
花
笑
み
に

行
く
の
だ
が
、
２
月
の
カ
ラ
オ
ケ
は
３
月
の
別
れ
月
を
前
に
し
た
涙

月
な
の
か
、
突
然
の
休
刊
と
い
う
悲
し
い
報
せ
が
加
わ
り
、
選
曲
は

泣
か
せ
る
歌
ば
か
り
。

そ
し
て
今
、
こ
の
稿
を
書
い
て
い
る
最
中
に
、
ふ
と
山
口
百
恵
の

フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
思
い
出
し
た
。
彼
女
は
、
最
後
に
マ
イ

ク
を
そ
っ
と
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
置
い
て
立
ち
去
っ
た
が
、
当
欄
子
は

マ
イ
ク
の
代
わ
り
に
長
年
付
き
合
っ
て
き
た
ペ
ン
を
、
こ
の
紙
上
に

置
か
せ
て
い
た
だ
く
。
ど
う
や
ら
３
月
の
独
り
カ
ラ
オ
ケ
は
、
別
れ

の
曲
ば
か
り
に
な
り
そ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

い
つ
か
ど
こ
か
で
・
・
・
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
２２００２２４４・・３３・・１１７７

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

「
ス
ナ
ッ
ク
花
笑
み
で
別
れ
酒

」

は
な

え

草加モノづくりブランド認定証を授与された（左２人目から）

日本エイテックス（株）企画営業部・小高智仁氏▽（株）フクイ

製造部製造２課課長・坪井直樹氏▽（株）セイコー代表取締役社

長・久保田肇氏（左端は野崎友義草加商工会議所会頭▽右端は山

川百合子草加市長）＝２月７日草加市アコスホールで。

草加モノづくりブランド認定
製品部門 日本エイテックス 新里町

技術部門 セイコー 青柳１－５－４６

食品部門 フクイ 弁天２－１７－ ２５

草加商工会議所・草加市共催

草加市内で製造される製品・

技術・食品などのうち、優れた

特徴のあるものを「草加モノづ

くりブランド」に認定する実行

委（委員長・野崎友義草加商工

会議所会頭、委員17人））は現

地調査を含む審査の結果、今年

度の認定企業３社を決め、贈呈

式が２月７日アコスホールであっ

た。

審査基準は、独自性や技術力、

生産体制、経営状況等を基準に

総合的に勘案、判断するとして

いる。認定企業はー。

【製品部門】

避難・防災用品や避難くんシ

リーズを製造する日本エイテッ

クス株式会社（八木澤祐一代表）。

緊急時に素早く装着でき、同時

に３人抱えで避難できる防災用

〝抱っこ紐〟を製造。

【技術部門】

はん用機械器具製造・精密金

属加工業の(株)セイコー（久保

田肇代表）。二つの異なる金属

素材を接触させ、一方を高速回

転させて接触面を摩擦熱で溶か

しながら圧力で接合させる技術。

【食品部門】

ノンシュガーチョコレート製

造の（株）フクイ（西尾隆一郎

代表）。糖類や甘味料を使わず、

油脂もココアバターのみで口ど

けを楽しめるチョコを製造。

被
災
地
を
太
極
拳
で
応
援

珠
洲
市
へ
63
万
５
千
円
寄
付

越
谷
市
武
術
太
極
拳
連
盟

能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
を
太
極
拳
で
応
援
し
よ

う
ー
。
越
谷
市
武
術
太
極

拳
連
盟
（
佐
々
木
浩
会
長
）

は
２
月
21
日
市
総
合
体
育

館
で
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
太
極

拳
の
集
い
」
を
開
い
た
。

趣
旨
に
賛
同
し
た
地
元

県
東
部
の
ほ
か
、
さ
い
た

ま
市
や
所
沢
市
か
ら
受
講

者
ら
が
駆
け
つ
け
、
会
場

は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

内
訳
は
受
講
者
１
９
７

人
、
講
師
10
人
。
寄
付
金

な
ど
合
計
63
万
５
０
０
０

円
が
石
川
県
珠
洲
市
へ
義

援
金
と
し
て
お
く
ら
れ
た
。
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今
年
度
「
草
加
で
い

ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い

会

社

」

大

賞

表

彰

式

（
草
加
商
工
会
議
所
・

草
加
市
共
催
、
２
月
７

日
）
が
あ
っ
た
草
加
市

ア
コ
ス
ホ
ー
ル
で
、
テ
ー

マ
「
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
～

人
を
大
切
に
す
る
経
営

が
地
域
を
創
る
～
」
を

掲
げ
、
元
法
政
大
学
院

教
授
の
坂
本
光
司
「
大

切
に
す
る
経
営
学
会
」

会
長
が
市
内
の
会
社
経

営
者
ら
に
講
演
し
た
。

坂
本
氏
は
国
や
企
業

関
連
の
表
彰
委
員
を
務

め
る
中
、
必
ず
し
も
良

い
企
業
と
は
大
企
業
や

有

名

企

業

で

は

な

く

「
人
を
大
切
に
す
る
企

業
」
「
世
の
た
め
に
す

る
企
業
」
と
力
説
。
従

来
の
〝
い
い
企
業
〟
の

モ
ノ
サ
シ
を
変
え
よ
う

と
、
８
０
０
０
社
以
上

を
訪
ね
て
「
日
本
で
い

ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い

会
社
」
８
冊
を
著
し
た
。

「
景
気
が
悪
い
」
「
商

圏
人
口
が
少
な
い
」
と

こ
ぼ
さ
ず
、
具
体
例
を

挙
げ
て
付
加
価
値
の
大

切
さ
を
訴
え
た
。
十
勝

平
野
で
実
績
を
挙
げ
る

食
品
会
社
や
高
価
な
商

品
づ
く
り
に
成
功
し
た

北
陸
の
鋳
物
会
社
等
。

最
後
に
「
草
加
ほ
ど
良

い
会
社
が
あ
る
の
は
、

全
国
で
も
聞
い
た
こ
と

が
な
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

代表取締役 髙橋和彦

〒〒334433--00881111 埼埼玉玉県県越越谷谷市市御御殿殿町町22番番1111号号 TTEELL004488--996666--11666611㈹㈹

FFAAXX004488--996622--11666611 ﾎﾎｰーﾑﾑﾍﾍﾟ゚ｰーｼｼﾞ゙hhttttpp::////wwwwww..ttaakkaammoottoo--ccnnsstt..ccoo..jjpp//

ISO9001(品質)／ISO 14001(環境)認証取得

明日の夢を創る

秩
父
路
に
春
が
来
た
。
山
里
に
生

き
る
人
た
ち
が
待
ち
わ
び
た
季
節
の

到
来
だ
。
野
山
の
木
々
が
新
緑
に
衣

替
え
し
、
道
端
に
は
名
も
知
ら
ぬ
花

が
静
か
に
微
笑
ん
で
い
る
。
な
ん
と

な
く
手
を
添
え
た
く
な
る
穏
や
か
な

ひ
と
時
だ
。

秩
父
市
郊
外
に
あ
る
「
秩
父
ミ
ュ
ー

ズ
パ
ー
ク
」
内
の
「
駒
沢
水
生
公
園
」

に
花
を
求
め
て
出
掛
け
て
み
た
。
秩

父
の
自
然
保
護
団
体
が
整
備
な
ど
を

手
掛
け
る
自
然
公
園
で
、
多
種
の
植

物
の
ほ
か
夏
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交

う
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
一
角
。

小
さ
な
谷
を
下
り
公
園
内
に
入
る

と
白
い
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
「
セ

ツ
ブ
ン
ソ
ウ
」
が
目
に
入
っ
た
。
春

一
番
に
見
ら
れ
る
珍
し
い
野
草
で
盛

り
は
過
ぎ
て
い
た
が
見
る
こ
と
が
で

き
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。

３
月
下
旬
に
な
る
と
「
ア
ズ
マ
イ

チ
ゲ
」
「
カ
タ
ク
リ
」
な
ど
が
一
斉

に
花
を
つ
け
る
よ
う
だ
。
白
い
花
の

カ
タ
ク
リ
も
あ
る
。
五
月
に
な
る
と

「
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
」
で
六
月
下
旬
ご

ろ
に
は
ホ
タ
ル
の
舞
も
見
ら
れ
る
。

詳
し
く
は
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
管

理
事
務
所
（
℡

０
４
９
４
・
２

５
・
１
３
１
５
）
。

サ
ク
ラ
の
見

所
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
長
瀞
町

の
「
北
桜
通
り
」

は
長
瀞
駅
近
く

か
ら
荒
川
沿
い

に
２
・
５
㌔
ほ

ど
続
く
桜
の
ト

ン
ネ
ル
が
見
所
。

秩
父
市
荒
川
上
田
野
の
「
青
雲
寺
の

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
」
は
人
気
。
樹
齢
６

０
０
年
と
言
わ
れ
る
シ
ダ
レ
桜
（
エ

ド
ヒ
ガ
ン
桜
）
と
「
秩
父
紅
し
だ
れ

桜
」
が
３
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
見
ご
ろ

と
か
。
問
い
合
わ
せ
は
荒
川
総
合
支

所
（
℡
０
４
９
４
・
５
４
・
２
１
１

４
）
。

春
盛
り
の
４
月
中
旬
に
は
秩
父
市

内
の
羊
山
公
園
「
芝
桜
の
丘
」
に
は

植
栽
さ
れ
た
10
種
、

40
万
株
以
上
の
シ
バ

ザ
ク
ラ
が
赤
や
ピ
ン

ク
な
ど
色
と
り
ど
り

の
花
で
彩
る
。
詳
細

は
秩
父
観
光
協
会

（
℡
０
４
９
４
・
２

１
・
２
２
７
７
）
。

岡
﨑
ひ
ろ
し

（
元
毎
日
新
聞
記
者
・

秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

「
春
が
来
た
」
2024・3・17

行動にチャンスあり不動にチャンスなし

ワクワク生きる毎日が青春
三郷市在住の会社役員、白川好光さん（78）

世間から見ればやや不遇な生い立ち

かもしれない。が、超人的な心意気で

事業に成功。中卒をものともせず、高

齢になってから定時制高校に入学。現

在、放送大学で心理学を学ぶ一方、講

演やラジオ、出版を通して若者らに

「人生いかに生きるか」を熱く語る。

「私達は理論だけだから。人生の実

学を学生に語ってくれ」。著名な大学

学長から実学の伝道師として講演を依

頼されたり。

白川さんのモーレツ人生は、都内か

らスタート。アパートの半畳くらいの

コンクリート床に寝泊まりしながら、

建築業に従事。働きづめで資金を貯め、

23歳で秋田の実家に2階建ての住まいを

プレゼントした。この〝快挙〟に白川

青年をみる村民の目はガラリと変わり、

リーダーとして青年団長に推挙する。

自信を深めた白川さんは25歳になると、

会社を立ち上げバブル崩壊の危機も土

地を売り抜け、業績を順調に伸ばす。

白川さんは経営にとどまらず、軌道

からはみ出した青年を雇用。一緒に入

浴するなど〝更生〟に注力。うち、い

まは会社経営者として花を咲かせるの

が３人も。

「怒るのと叱るは違う」。昔から我

が子をわがままに育てると、その人生

を壊してしまう。不変の真理だ。だが、

家庭から学校、職場までなぜか日本は

オカシイ。「目的、目標、夢を持て」。

若者を励ます白川さんの警句が心に響

く。

～人を大切にする経営が地域を創る～

「草加でいちばん大切にしたい会社」大賞記念講演会

講師 坂本光司・元法政大学院教授

坂本光司講師

23歳で両親に贈った２階建ての住宅

夢を抱く青年期の白川好光さん＝本人提供

武甲山を見渡す

「芝桜の丘」を彩るシバザクラの園
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毎
日
新
聞
社

を
定
年
後
間
も

な
く
、
毎
日
新

聞
販
売
店
の
社

長

さ

ん

か

ら

「
地
域
新
聞
を

出
し
た
い
。
編
集
長
を

や
っ
て
く
れ
な
い
か
」

と
依
頼
が
。

現
役
時
代
、
外
勤
記

者
一
筋
で
記
事
の
割
り

付
け
や
広
告
を
取
る
営

業
は
未
経
験
。
た
め
ら
っ

て
い
た
ら
再
度
の
社
長

さ
ん
の
願
い
が
あ
り
腰

を
上
げ
る
こ
と
に
。
２

０
１
５
年
10
月
、
「
と

う
ぶ
ま
い
に
ち
」
第
１

号
を
発
行
し
た
。

以
来
、
月
１
回
の
発

行
を
８
年
５
カ
月
間
重

ね
た
が
、
今
回
の
１
０

２
号
を
も
っ
て
休
刊
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

広
告
を
心
よ
く
提
供
し

て
頂
い
た
経
営
者
の
み

な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

時
代
の
流
れ
で
厳
し

さ
を
増
す
新
聞
業
界
。

だ
が
、
活
字
メ
デ
ィ
ア

の
灯
が
永
遠
に
続
く
こ

と
を
信
じ
、
潮
時
と
み

て
こ
の
辺
で
お
暇
を
さ

い
と
ま

せ
て
頂
き
ま
す
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

休
刊
の

お
知
ら
せ

弊
紙
「
と
う
ぶ
ま
い

に
ち
」
は
今
月
号
を
も
っ

て
当
分
の
間
、
休
刊
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読
者
、
広
告
主
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

綾瀬川水系をきれいにしよう！

署名と協力金をお願い

2月25日 浄化運動委員会

汚い川として知られている

綾瀬川水系をきれいにしよう

と、市民有志が結成した（一

般社団法人）「綾瀬川水系浄

化運動委員会」の卯原義夫会

長＝写真・右から２人目＝らが

２月25日、草加市内の谷塚駅

前で人々に活動趣意書を配布、

署名や協力金の協力を訴えた。

対象は、綾瀬川・伝右川・

葛西用水など６河川。趣意書

によると、活動内容は①神明

排水機場と辰井川排水機場を

それぞれ浄水場に建て替える

②ヘドロを浚渫、浄水場のき

れいな水を６河川に流す③大

災害に起きる断水時の飲料水

を確保するーなど。

パンフを受け取った家族連

れの30代の女性は「自宅近く

に川がありますが、汚れてい

るのであまり散歩する気がお

きません」。 」。

卯原会長は「23日も趣意書

配りをしました。署名の人も

増え、老人クラブの協力も得

て河川浄化の輪を広げていき

たい」と熱意を込めた。

ママを前に熱唱する女性客＝松伏町田島の「くれない」

「楽しくが大切」と語るママ＝越谷市の「すいもん」

コ

ロ

ナ

禍

を

乗

り

越

え

賑

わ

い

を

取

り

戻

す

昼

カ

ラ

オ

ケ

松伏町田島618-1 「くれない」

「お客さまは年上の方が多

いので、たいへん人生の勉

強になります」と、美人マ

マの桃園千尋さん（39）。

開発が進む松伏町郊外の

店舗は、座席30人の広さ。

昼は正午～17時営業で、入

場料は1000円。しかも食べ

物、飲み物持ち込みがＯＫ

というのがうれしい。

開店時からなじみの千葉

県野田市在住の坂田愛子さ

ん（81）。「チーちゃん」

と呼ぶママの笑顔がステキ

と友人と連れ立って週２、

３回通う。

「友達が増え、歌も練習

できるのがうれしい」と昼

カラの魅力を語るのは、石

川弘美さん（57）。

ソフトな物腰で応対する

ママさんはいま、ダンスを

特訓中で、磨きにはずみを

つける。夜間は別途料金。

越谷市相模町7-3926 「すいもん」

葛西用水の赤水門近くに

あるカラオケ＆ダンス店。4

3年前オープンという歴史が

あり、大きなガラス張りの

窓の開放感は唯一無二だ。

当初からお店を切り盛り

するのが、スラリとしたマ

マの古屋弘子さん（77）。

「心掛けていることは？」

とお尋ねしたところ、「み

なさんにひと時を仲良く楽

しく過ごしてもらい、帰っ

ていただく」との返事。常

連が多いので、「おつまみ

も野菜をつけたり工夫しま

す」とも。

営業は正午～17時、入場

料1000円。踏歴40年でどん

なダンスもお相手ＯＫ。

常連客の星名伸一さん（8

4）は「妻を介護する身だが、

唄うと気分が若返ります」

と昼カラの効能を話してく

れた。
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

３月17日(日)は新聞製作が休みのため

18日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす
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３月18日のテレビ・ラジオ番組欄は17日の朝刊に掲載します

今月号をもって休刊

とさせていただきます

長い間ご愛読ありが

とうございます

（1）

３３月月１１７７日日（（日日曜曜日日））
２２００２２４４年年((令令和和６６年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所
「
草
加
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
大
賞
を
受
賞
し
た
旭
自
動
車
ボ
デ
ー
（
株
）
の
原

賢
治
代
表
取
締
役
（
左
は
「
人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会
の
坂
本
光
司
会
長
）
＝
草
加
市
提
供

草加でいちばん大切にしたい会社大賞

草加市弁天３ 旭自動車ボデー（株）受賞

草加商工会議所・草加市共催

「日本でいちばん大切にしたい

会社」地方版として全国に先駆け

て発足した草加商工会議所（野崎

友義会頭）提唱の「草加でいちば

ん大切にしたい会社」大賞の表彰

式が２月７日草加市アコスホール

であり、自動車修理業「旭自動車

ボデー」（市内弁天３－２－１）

の原賢治代表取締役（55）に賞状

が授与された。

主導の「人を大切にする経営学

会」によると、審査内容は正社員

比率や顧客満足、障がい者雇用、

中長期経営ビジョンなど。

今回、受賞した旭自動車ボデー

は１９６２年に都内から草加市へ

移転。管理・事務部、業務部合わ

せて社員70人体制でトラック・バ

ス車体、一般修理を営む。

鉄板の切断やカーブの最新設備

を導入、ＩＴによる納期短縮を実

現する。が、最大の長所は従業員

への利益還元率が高いこと。給与、

賞与のほか能率手当を２ヵ月ごと

に支給する。

原社長は「同業他社より給与は

高いつもり。受賞を励みに、社員

と共にいっそう社会に貢献したい」

と話す。


